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再生ガラスへの反応は、おもしろいぼ  
ど二分する。「透明じゃ・ないなんて」  
啓ややかなメーカーが多いなか、棉  
子（東京都）の村松邦男さん（鋸）は今  
春、グラスやボウルのシリーズとして商  
品化した。「温かみのある風合いは、狙  
っても作れない魅力。成分の組成も均質  
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虫垂確認して食器にも  

なので強度肛周増鮎鱒噸ません」。加工  
甲帝後に水銀の麹宵を検挙レ、琴全牲恕  
機闊レている。滴をイオ十甲｝た肉寧ぬ  
デザインが、手紅なじむと好評だ。  

【キャリアスタ「トQ鱒‡A】割増前の学生、仕事考袷め  
そ間もなむ堵い方の、就職i仕事もこういての悩みにヽ専  
門家が温かく答え零す。回答考はリクルートワークス研  
究所長束久保車夫さん、辛≡ヤりアカウンセラー小島貴子  
きんです○ご家族など鱒質問や、就浄、仕事の話題も軟   

大正期、電球づくりかβ麟レたので  迎です。異聞は、〒1鍼一蹴）11  
蛍淵割こ醸」．金感U為も  
献なんて顔る柄では類いが、  

押、の讃  （任所は不要で読うへ。す裏拍蟻摘ぬ鍼滋  
革萄  
も名  

ノ  
気持ちよく作が弱敵噛商品 
乗りを上げる作り車恕細見て醸転 をお贈りします．  




